
Or九条の会」とは2004年6月、井上ひさしや大江健三郎、澤地久枝ら9人の呼びかけで、J／／
平和のために「憲法9条を守る」という一点で生まれた市民の会です。今や全国に7，500、
福島県内でも100以上の会が、超党派で、独自の自由な平和のための活動をしています。

九条惇弓手ち
＜新成人への配布号＞こ＼

「は＝弓手ち九条の会J会報No．157二
9日（日）発行′2011（平成23）年1月

○成人を迎えられたみなさん、私たちの生活を守ってくれている「憲法」を読

んでみましょう。〇時にr憲法第9粂（戦争の＿放射戦力及び交戦権の否認）」
はこれからの人類の在り方として高い評価を得て、国際平和のお手本になって

います。○武力で平和は守れません。もう短絡的に戦争を考える時代ではあり

ません。作家の故井上ひさし氏は「心をつくして話し合い／そして力を合わせ

るなら／がならず戦（いくさ）はいらなくなる」と語っていました。

▲今日皆±んに7しゼント±れた憲法川l冊子臥40年銅のI971（昭和48）年、旧原町市
が公費で発行し、当時の鹿町市の全家庭12，000戸に配布したものの樗刻版です。

「′一′一ノー皆さんの時代も平和であ叶手すきうに！

｝2008年8月15日の終戦記

念日に、原町区錦町の県道沿い、

ココスさんの向かい側に建てら

れた“憲法第9条を守ろう”の
看板。多くの市民からのワンコ

インカンパで建てられました。

と平和のことl

◆噸浄は絶対にいやで九今、日本は世界有数の軍拷剥軌＼戦争への道を進もうと
しています。武器ではなく、憲法9条こそが、私たちを守ってくれます。」吉永小百合

◆「この9条のおかげで、日本は戦争で誰ひとり殺しもしなかったし、殺されも
しなかったのです。人の命よりも大事な国家などないのです。」…‥ピーコ
◆「いまでは信じられないことですが、昭和2＿0年の日本人男性の平均寿・命は

23．9歳でした。戦地では兵士が、内地では空襲で焼かれ、病気になれば
薬がない、幼児は栄養失調で死んで、大勢が若死にしたのです。女性の平均
寿命も37．5歳だったはずです。ところが、あの8月15日を境になにもかも
変わった。憲法で日本は二度と武器では戦わない と。」‥・t……・井上ひさし

◆「母（海老名香薬子）は戦災孤児です。東京大空襲でたった一人の兄以外、家族
はみんな亡くなりました。遺骨が見つからず、お墓もない。落語で笑っていただ
きながら、母からの平和のバトンをつないでいくのが私の立場です。」林家正蔵

◆「憲法九条は子どもたちに残してやれる最大の財産です。平和と平等は根っ
このところでつながっています。それは他人に対する愛情です。」森永卓郎

さ◆「戦争放棄をうたった日本国憲法は世界に誇れるものです。」ビートたけし

◆「あなたの剣を、もとの所におさめなさい。剣をとる者はみな、剣で滅びる。」 『聖書』

○私たちのr鯵弓手ち九条句会jは原町区の市民を中心に5年前に結成され、会員は現在416名。な
んの拘束もなく、自由に匿名でも入会できます。年会費千円。事務局までご連絡下さい。会長平語
慶肇、事務局石日賢二・早坂吉彦・井上由美t番場恵子・連絡先山崎健一（TELO244－22－8631）。
Or惨ら審ち九条の会」ホームページ　http：／／www．haramacM9jo．net　会報の全号も見ることができます。

≪「惨弓手ち九条の金J発足5閏年記念≫　『主催：鯵弓手ち九条の会 入

く著名な湘繍こよる‘醐展示紗
I月288（金）・298（土）・30日（8）午前9時～午後6時（30日は3時まで）
屠′町額的　原町中央困着艦・大会議室



与のも、ツ大会も旅行だってで壷成人式も訴祭畔Lスボー
生活の中にいきる憲法

↓
こ
の
イ
ラ
ス
ト
は
ー
橋
出
版
発
行
『
憲
法
の
解
説
二
五
二
五
円
）
か
ら

の
転
載
で
す
。
分
か
り
や
す
く
寮
法
が
説
明
さ
れ
て
い
て
、
お
薦
め
の
本

で
す
。
（
コ
ピ
ー
掲
載
に
は
許
可
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
）


